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木 材 研 究 資料 第8号 (1974)
時ははなはだ不利である.なおまた機械/ミルプほ繊維が微細化され,粉末化されているため,再生工程中
に網目を抜けて流出するロス部分が多く,公害の原因ともなっている｡
上質紙を使用する事は第一次成品としての価格が高く一見不経済と考えられるが,再生利用を繰り返し得
る点を考慮する時は,資源的に見て,むしろ有利であると考えられる｡
なお,故紙回収の立場より,故紙の価格が,故紙集荷の難易を決定する一因である点をも忘れてはならな
し､
(2)印刷インキを改良すべきであると思ほれる｡すなわち現在のインキはカーボンを主体としたものであ
るため紙回収に当り,脱インクを行う必要がある｡脱インクの工程でパルプ収率が低下する｡もし,インク
が漂白可能なものであるならば,紙パルプの回収はコスト的にも,工程的にもはなはだ簡単有利となり得
るO
以上のごとく凡ての紙が上質化され,かつ漂白可能なインキが開発された時は,パルプの寿命は随分延長
され,紘,パルプの不足は将来とも解決されるであろう｡
以上のごとく紙,パルプ問題の解決には,故紙利用の見地を優先的に考慮する事なくして,目的を達成す
る事は不可能であると思はれる｡
Ⅲ 未利用資源の利用開発を再考すべきであるO
稲藁,麦藁をはじめ,バガス,タノミコ茎等,未利用資源の開発研究を積極的に行う必要がある｡
それらの一部のものの開発はすでに行ほれつつある現情であるが,特に集荷の方法,貯蔵の方法等が工業的
に成功を収めるための重要な因子である事を留意すべきである｡
従来,未利用資源の工業化は往々にして失敗の歴史を繰り返して釆たが,その原因は一にコスト的原因に
よるものであったo原木事情の変化は,未利用資源の利用開発に有利な条件を作りつつあると思はれる｡
以上,紙パルプ問題に関し,資源的見地のみよりの提言をして来たが,技術的には無公害パルプの製造法,
あるいはクp-ズドシステムによる紙パルプの製造法等に多くの研究テ-マが山積されている｡またリグニ
ソの有効な利用法,再生パルプによる再生木材の製造等,われわれ研究者の責任は垂かつ大であると言はね
ばならない｡
結 論
パルプ資源も有限である｡紙は使い棄てにすべきでなく,布と同様に洗濯して繰り返し使用出来るもので
ある｡パルプは不滅の資源となり得る可能性を持っている｡
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